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平成２９年夏季（７月１日～８月３１日）マリンレジャーに伴う 

小樽海上保安部管内の事故発生状況（速報値）について 

 

標記の期間における小樽海上保安部管内のマリンレジャーに伴う船舶事故及び

人身事故発生状況（速報値）について、下記のとおりとりまとめましたのでお知ら

せします。 

 

記 

 

１ 船舶事故 

（１）船舶事故の隻数は１隻でした（昨年同時期は８隻）。 

（２）船舶の種類は、ヨットです（昨年同時期はモーターボート２隻、水上オート

バイ４隻、ゴムボート１隻、ヨット１隻）。 

（３）事故種類は、無人漂流です。 

（４）船舶事故による死亡・行方不明者はいませんでした（昨年同時期も同様）。 

 

２ 人身事故 

（１）人身事故者数は９人でした（昨年同時期は２０人）。 

（２）死亡・行方不明者数は６人でした（昨年同時期は８人）。 

（３）事故種類では、遊泳中の事故が５人（５人死亡）と、最も多くなっています。 

  

３ 事故の傾向と取り組み 

（１）船舶事故 

昨年に比べて隻数は減少しており、今後とも船舶事故を防止するために、

訪船指導や海難防止講習会の開催、各種の啓発活動を実施していきます。 
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（２）人身事故 

昨年に比べて事故者数は減少しており、特に８月の発生数が少なくなってお

ります。 

なお、遊泳中の事故の多くは、海水浴場以外の場所で発生しているほか、海

水浴場内で発生した事故にあっては、飲酒を伴うものとなっております。 

今後とも、海水浴場以外で泳がないこと及び飲酒状態で泳がないことの呼び

かけを中心とした個別安全指導や各種の啓発活動を実施していきます。 

また、事故者全員が札幌市等の内陸部在住者であることから、海水浴場以外

での遊泳及び飲酒を伴う遊泳の危険性について、マスメディアの皆様のご協力

をいただくなど広く周知活動を行い、マリンレジャーを安全に楽しんでいただ

けるよう今後も継続して事故防止活動に取り組んでいきます。 

 

※各事故の概要は別添のとおりです。 



別添 小樽海上保安部

番号 発生月日 発生場所 事故種類 船舶種類 概要

1 8月11日 石狩湾港内 無人漂流
プレジャーボート
（ディンギーヨット）

ディンギーヨットを砂浜に降ろし出航
準備中、自宅に忘れ物をしたことか
ら取りに行き戻ってきたところ、同
ヨットが無人で漂流していたもの。

番号 発生月日 発生場所 種類 死亡・行方不明 概要

1 7月13日
ジェットビーチ
石狩

溺水
（遊泳中）

死亡
事故者を含む４名で海水浴場に
て遊泳中、高波に襲われ、１名
が溺水したもの。（飲酒状態）

2 7月15日 美国町茶津沖 病気 死亡

スキューバダイビングのため水
中エントリーした直後、体調不良
を訴え、病院にて処置を施すも
死亡したもの。

3 帰還不能 ―

4 帰還不能 ―

5 7月30日 小樽港内 海中転落 ―
岸壁にて釣り中、椅子から立ち
上がった際にバランスを崩し、
誤って海中転落したもの。

6 8月13日
余市町
浜中モイレ
海水浴場

溺水
（遊泳中）

死亡

事故者を含む２名で海水浴場の
遊泳区域外にてシュノーケリン
グ中、１名が溺水したもの。（飲
酒状態）

7
溺水

（遊泳中）
死亡

8
溺水

（遊泳中）
死亡

9
溺水

（遊泳中）
死亡

8月27日 銭函海岸
事故者を含む５名で海水浴場外
にて遊泳中、３名が溺水したも
の。

平成２９年夏季（７月～８月）マリンレジャーに伴う

平成２９年夏季（７月～８月）マリンレジャーに伴う

7月27日 石狩市三線浜
ボート様の遊具に乗り遊んでい
たところ、強風により沖合いに流
され、帰還不能となったもの。

船舶事故発生状況一覧

人身事故発生状況一覧


